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その下位に 1)Sウブ (Clethrabarbinervis)，コハウチワカエデ (AcerSieboldi仰 um)，アカシデ
(CarfJinus laxiflora)， ミズメ (βetulagrossa)などのゆ・小桂木がし裂で分布する，複合理を示
表l 試験地の概況 DBH;主 5cm 
AI玄 B[送 CI玄 D区
({努伐IR) 付加支IUJ1えi表) (弱皮HIJ伐IR) (知filUJ1北区)
在員.綴 m' 197 202 202 209 
傾斜 2百 26 26 22 
ブJ1立 S73芯 S80E S87E S82E 
本数 本/ha 2538 3465 3168 2679 
(1421) (1881) (2129) (1914 ) 
B.A. m'/ha 23.9 26.2 27.1 29.9 
(19.4) (18.6) (19.5) (27.6) 
材桜 rn'/ha 97.6 102.2 112.7 127.3 
(83.2) (74.0) (76.8) (120.5) 
王子均n校後 cm 10.2 (12‘8) 9.2 (10.9) 9.8 (10.5) 11.1 (13.1) 
平均樹存者 町1 7.5 (8.7) 7.0 (7.6) 7.7 (7.8) 7.8 (8.5) 


















5 ~ 5 
D 


















i度後から枯死がみられ， 1汚年 7 月に全体で 8 本の~II植を行った。
上水の調ヨ告は設定時から 2王手ごとに1990年まで10年間，腕到底筏 (Du)と樹高(日)，生枚
下政¥(H B)等をiJlJ定した。下木については総裁直後と，その後は毎年10月後半から11月初めの
成長停止J~Jに，池際政経( D 0)，樹高(日)をil判定し， iWJ定木の形状，動物客封寄-など気がつ












各試験ほの上水の直筏，樹高， ~i".校下高，本数，材殺の10年間の変化を表 2 に，材輸の~成投
袋2 Ifl伐後の残平子水(上水)の成長
DBH;;; 5 c冊
試験区 制1!t1:ド n¥i径 持j潟 HIl 本数 材なi B.A. 
cm m m 本/ha m'/ha m'/ha 
日IK 1980 12.0 8.2 1040 52.0 12.5 
(磁波IHJ伐ほ) 1982 12.8 8.6 4.0 990 58.0 13.5 
1984 13.6 9.0 4.1 941 63.4 14咽5
1986 14.4 9.1 4.1 891 68.3 15.3 
1988 14.9 9.2 3.4 891 74.5 16.4 
1990 15.6 3.4 842 77.9 16.9 
C区 1980 10.5 7.8 2129 76.8 19.5 
(弱俊Il伐阪) 1982 11.0 8.4 3.8 2079 83.4 20.8 
1984 11.3 8.7 4.0 2079 90.0 22.1 
1986 11.7 8.6 4.0 1980 93.7 22.7 
1988 12.1 8.5 4.0 1733 88.8 21.2 
1990 12.3 3.9 1733 93.1 22.0 
D区 1980 11.1 7.8 2679 127.3 29.9 
(書!~llIj伐区) 1982 11.5 8.1 3.4 2679 139.9 32.2 
1984 12.0 8.6 3.5 2536 144.4 32.9 
1986 12.5 8.7 3.5 2440 153.3 34.3 
1988 12.8 8.7 3.5 2344 157.3 34.9 
1990 13.2 3.4 2249 161.2 35.3 
(ミズナラのみ) 1980 ]3.1 8.5 1914 120.5 27.6 
1982 13.5 8.9 3.7 1914 132.5 29.8 
1984 14.3 9.7 3.8 1770 135.9 30.2 
1986 15.0 9.9 3.8 1675 144.2 31.5 
l臼88 15.7 10.0 3.9 1579 147.6 31.8 
1990 16.2 3.8 1483 150.3 32.0 






















あった。またヤドリギ被害木は8怪で 1本 C践で2?ドJ枯死し， BI笈の偲体は被35程度が中皮の





材・織は BI笈では10~三時に1. 5倍となり， 1.2-1.3絡になったC区， DIまより成長が著しかった。
C 援では1986年から1988年の開に枯死水が集中し，一時的に林分材騎は減少した。
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1981年の相対照度はBI玄 C区， O[廷ではそれぞ、れ王子均で45.4， 22.9， 10.6%となり，疎開地




し，林結にいくらか破れがみられた。 D院では4-18%のものが多く， 4 -8 %で1i主も頻度が231
くなった。ぞれ以上では52%までにいくらか分散した。
1983年の測定時には B区， C [R， D援のそれぞれの平均鏑は12.9，8.3， 5.2%となった0
1981i手と比較して B区では 1/4，C区で 1/3，0 [廷で 1/2に低下し， J二木の伐採率が高い
試験区ほど相対照度の{低下が著しかった。 B[Rでは40%を超えるものはほとんどみられず， 20% 
以下が多くなり， 4 -8 %の鎖度が特にi袋jくなった。 Cほでは20%を超えるものはわずかで，や
はり 4-8%の鎖j支が高くなり .0 区では10% を~翠えることは少なく， 2 -4 %の頻度がくなっ
た。
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落諜j拐にはAIま， B思， C限， D IKの王子j制i設は78.0，69.2， 59.2， 51.8%となり， DIまでも50%
を紹え，全体に高いf躍を示した。AI豆では50%以上の測定備が多くなり， 100%の鱗!立が散も高かっ
た。 BIま， C IKでも50%以上のものが多く， C[廷はB[互に比べ，相対照度は抵い似Ijにピークが現
れた。 D院では16-92%の範聞に…様に分散した。











スキ、は植栽1年目にA区 B区で各 1本 2年13にAI廷で2本，その後は試験を終了した1989
年までにAIま B院で各2本の枯死がみられた。 CIま D区では試験問1]を通じて枯死した側体
はみられなかった。スギの生存率は全体で96%であった。
ヒノキはおはえ HI三日に全体で30本 2年目lこ21本の枯死がみられ 3年目以降に枯死したもの
は1本だけであった。枯死数はA誌で最も多く B援 C区 D区と減少したが，。ほでも 7本





1F AB: BI玄 CB: DB: 
スギ 1981 O O 
1982 2 。O 。
1983…1989 2 2 。O 
、戸J 3 O O 
ヒノキ 1981 13 8 8 
1982 5 6 4 6 
1983…1989 。O O 
詩!‘ 19 14 12 7 
*ヒノキは枯死数が多かったため， fi立主 1カ












幹折れ， fu1犬， Ilがりなどの主に滋による被:容とし. 5)は部全体の変翻，変色など，その服闘
が特定できないものとしたα
92 




















樹高 (c m) 
関6 椴栽91f.悶の下水の樹潟I!}'i分布と被袋内草子
1iH高階の頻度分布はスギの場合，各試験院でほ段正規分布li!を示した。 AIRでは125-200cmに




ず， B ~ま， Cほ D区では本数は少ないが，樹高j惜の母い測に{J語る{畷向がみられた。
ヒノやの樹高階分布はA区， B[までは樹高階の高い側と低い{閣のグjレープに21緩分布した。 C
区でもその{初旬がいくらかみられるが D区とともに崩れながらも正規製を保っていたo A区で
は向い側のグルーフ。は250cmritr後のものが散も多く B区， CIRのj般に樹高 1~1rrはやや低下し D























よと絞して成長治;1，張れるようになり， 3 if::.自にはその殻はさらに広がった。日程， CI玄， DIまでは
2年自までは殺はみられず 3年院にB区の成長が能れるようになり C底では 4if:.自にp区と
の成長援がr~~ らかになった。 A 援では 4 年目からやや成長述伎が低下する傾向がみられ， 6'"ド臼


























を描いたo Dぽはこれら 3試験iまと比較して成長低γは1:yJらかであった。 9年iヨのiJlJ定時の平均
樹i誌はA区， Bfま C区， DDまで，それぞれ185，177， 170， 126cmとなった。 D区では植栽後9
年間jで70cm以上の1~1 びを訴し， !境問中の年{I長!?設にほとんど変動はみられなかった。 i室経成長は
余体的には樹潟成長とほとんど変わらない傾向がみられた。 A区の直筏成長の{法下は樹高より怒
れて 5年目からrY3らかになり，そのためA区と Bfま C区の成長控は試験期u号を通じて樹高成長
以上に明らかであった。




















時)の平均の年成長務 0[，母体f~:之護法)の経11寺変化加盟 9 に示した。
スギの~成長療は入低では拙栽1:11三日に42% ， 2年自に70%に上昇.し 3年割以降は{底下し，
5 年自に17% となり，それ以降は 9 年F:lまでいくらか変動するものの20%前後で安定した。 B~ま


































































































で大きな迷いはみられなかった。 AI茎， BI笈 C区では 311~ Elまで、植は上昇し， 50を超えるが，
その後は徐々にほ下した。 DI2{では 2年自まで上昇し 3塁手目以降は変化が少なく 55前後で安定














B 6 4 2 
J 




は l 年目にやや低下し 2 年目に持ぴ上~.し，その後は試験期間後半まで徐々に低下する制向が
みられた。 8院では 2f.El， CIまでは 3 年目までffl~は上昇し，その後間肢では変動しながら徐々
に低下した。 DIまでは植え主後備は上昇し 2年iヨにB区 Cほよりやや高い値を示し， 31手自に
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R長surne
Study plots were set in a natural Mizunara (Quercus 1nrmgolica var. grosseserrala) stand in Kyoto 
University Forest in Ashiu located at northern east part of Kyoto Pref，巴ctureto inv巴stigateth巴
growth of upper.story trees and underplanted Sugi(Cryttomeria jatonica) and Hinoki (Chamae句仰ris
obtusa) seedlings for 10 years. The plots were composed of clear c凶 i開， heavy thinni時， light 
thinning and non cutting stands. Th記resultswere as follows: 
1) Standing tree number was 2，500-3， 500/ha， standing tree volume was 98-127 m3/ha， aver. 
age breast height diameter was about 10 cm and average hcight was about 7.5 m in cach plot al 
the setting plots before the lrcatment of upper.story. This stand was composed of Mizunara， 
Ryobu (Clethra barbinervis)， Kohauchiwakaede (Acer Sieboldianu1!)， Akaside (Ca併抑制 lιxiflora)， 
Mizume (βelula grossa) and oth日rspecies. Mizunara was 54-71% in number (DBH~5 cm) and 
68-95% in volum巴 ineach plot. The frequency distribution of DBH class of plots was complcx 
typc which showed normal typ巴byMizunara in highcr DsH class and L typc by the other sp巴cies
in lower class. 
2) Annual growth rate of Mizunara stcm volumc of uppelトstoryin h邑avythinning plot (52 
m3/ha) became the highest after thinning and made a slow descent for 10 years. ln light thin. 
ning plot (77 m;)/ha) it was low during the period of日xperiment，becaむsemany oppressed trees 
of Mizunara have been dead. ln non cutting plot the rate of other species was higher than that of 
Mizunara. 
3) Th邑 relativelight intensities in summer measured immediately after cutting were 45.4% in 
heavy thinning plot， 22.9% in light thinning plot and 10.6% in non cutting plot. T、hem日asur巴d
values of th邑3rdyear after treatment b巴cameon己fourth，one third and one a half of these values 
in th巴 sam巴 ord巴r，but thos巴 ofthe 9th year became litle lower than those of the 3rd y巴ar，
respecti vely . 
4) Th日survivalrates of Sugi and Hinoki seedlings were 96% and 71% in al plots during the 
period of邑xperimentrespectively. The higher the rate of cutting was， th己higherthe mortality 
rate becam日andthe sooner the time of mortality was. 
5) Sugi seedlings were heavily browsing by insect， but the growth was not so damagぽ1. The 




ter planting in Sugi and from the 3rd year in Hinoki. and went down rapidly and became stable 
from the 5th year. The value of Sugi in c1邑arcutting plot became lower than that in thinning 
plots in the later half of the period of experim記nt.but that of Hinoki continued to b日th記 highest
in al plots. 1、h芭 valu邑sof thinning plots w巴reth邑 high芭stin the 4th year. but th邑 valuesof
maximum were lower than that in c1ear cutting plot and differed litle betweεn the two. In non 
cutting plot the values of Sugi and Hinoki was th巴lowestand the most stable. 
8) The rate of H/Do of Hinoki s芭edlingswas higher than that of Sugi in al1 plots. The values 
b巴camehigher after planting and went down from the 3rd or th己批hyear slowly. The higher the 
rat日ofcutting was. the sooner the time when it went down became. and the lower the rate of 
H/Do became from the middle of th在P巴riodof experiment. 
